
本格的な人口減少と高
齢化時代を迎え、本県で
も人口の減少が続き、特
に、老年人口（６５歳以上）
の割合は、全国水準より
も早いペースで増加傾向

にあり、高齢化が進展していることから、
人口減少が地域経済に与える影響を緩和す
るための地域活性化や、高齢者が安心して
生活できる社会の構築が必要となっていま
す。

標高西日本一の霊峰石鎚山（標高１，９８２ｍ）
をはじめとする美しい山々とそこから流れ出す
無数の清流、
風光明媚な大
小２００の島々
が散在する瀬

戸内海や宇和海など、全国に誇
れる自然豊かな景観に恵まれて
おり、これらの貴重な財産を守
り、未来に引き継いでいく必要
があります。
また、人々の生活の力点が心
の豊かさや余暇、家庭生活の充
実へと変化しており、豊かな自
然環境とのふれあいができるゆ
とりと潤いのある空間の確保が
必要となっています。

本県の社会資本整備については、急峻な地形や脆弱な地質のため、自然災害が発生し易くかつ整備に多額の
経費が必要となることなどから、道路や河川など、全国に比べて大幅に遅れており、まだまだ不十分な状況で
す。
このため、県の長期計画である「第五次愛媛県長期計画」を基本とし、国が策定した「社会資本整備重点計
画」、「四国ブロックの社会資本の重点整備方針」等とも整合を図りつつ、計画的な整備を行っています。
しかし、国や地方の財政状況は一層厳しさを増しており、社会資本整備の推進にあたっても、限られた財源
で最大限の効果を発揮させる必要があるため、平成１８年３月に策定した県長期計画の「後期実施計画」のもと、
引き続き、「選択と集中」を基本とし、事業実施箇所の重点化、コスト縮減、及び複数事業間の連携等を図り、
より効果的・効率的に取組を行っているところです。

背後に険しい四国山地がそびえ非常に急峻な地形
を呈していることに加え、中央構造線等の大きな断
層が県土を縦断し、脆く崩れ易い地質が広く分布し
ていることから、平成１６年の一連の台風による県下
全域の災害など自然災害等が多発しています。
一方、瀬

戸内海沿岸地域は、年間降水
量が非常に少なく、平成６年
には大渇水が発生しています。
また、発生が危惧されてい
る東南海・南海地震では、大
規模な被害が予想されていま
す。
このため、県民の安全・安
心に向けた取組が必要となっ
ています。 平平成成１１６６年年台台風風第第１１６６号号（（大大洲洲市市））

瀬瀬戸戸内内海海

本四３橋の開通や四国８の字
ネットワークの進展で、本州等と
の交流が大幅に増大する一方、他
地域との競争あるいは連携が求め
られており、既存施設の効果を最
大限に活用した地域づくりや、効

果を最大限に発揮させるための高速道路ネットワー
ク等の早期完成が強く
望まれています。

高速交通体系の整備推進にとも
ない、県民生活や経済活動の広域
化と利便性が図られる中、県境を
越えた都市間競争に対応するため、
渋滞緩和や主要施設とのアクセス
向上等の都市内交通の円滑化や、

快適で賑わ
いのある魅
力あるまち
づくりなど、
都市の機能
強化に取り
組むことが
必要となっ
ています。

南南江江戸戸町町踏踏切切（（松松山山市市））

現現状状とと課課題題
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多多発発すするる
自自然然災災害害

交交流流とと
連連携携

少少子子・・
高高齢齢化化

資料）総務省「国勢調査」「平成２０年１０月１日現在推計人口」、
国立社会保障・人口問題研究所「日本の都道府県別将来推計人口」（平成１９年５月）をもとに作成

環環境境
ととのの共共生生、、
ゆゆととりりのの
創創造造

都都市市のの
再再生生とと
活活性性化化




